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街のなかの小さな自然「殿山市民の森」

池
の
菖
蒲
（し
ょ
う
ぶ
）に

つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？

4
月
5
月
と
、
殿
山
の
池
を
見
る
と
、
黄
色
い
菖
蒲

が
咲
い
て
い
る
の
が
見
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
菖
蒲
、
実
は
「キ
シ
ョ
ウ
ブ
」と
い
っ
て
、
日
本
に

昔
か
ら
あ
る
菖
蒲
と
こ
と
な
り
、
ア
ヤ
メ
の
仲
間
で
、

明
治
以
降
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
い
て
き
た
外
来
植
物

で
す
。

環
境
省
で
は
、
こ
の
キ
シ
ョ
ウ
ブ
を
「要
注
意
外
来
生

物
」
の
一
種
で
あ
る
と
し
て
、
「在
来
種
と
の
競
合
・駆

逐
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な

防
除
ま
た
は
分
布
拡
大
の
抑
制
策
の
検
討
が
望
ま
れ

る
」
と
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
殿
山
の
池
も
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
の
拡
大
著
し
く
、

元
々
植
わ
っ
て
い
た
在
来
の
カ
キ
ツ
バ
タ
（紫
の
花
）を

駆
逐
す
る
勢
い
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、

池
の
水
辺
を
侵
食
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
管
理

委
員
会
で
は
、
定
期
的
に
侵
食
部
の
刈
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

見
る
に
は
綺
麗
な
花
で
す
が
、
日
本
の
自
然
環
境
を

残
す
た
め
に
は
駆
除
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

殿山の「いきもの」
ピックアップ！

シロバナタンポポ
(キク科タンポポ属)

帰化植物の西洋タン
ポポが多い中、この
白いタンポポは在来
種。見つけたら、大切
に観察してください。

つくし野殿山市民の森
管理委員会

池のザリガニについて

現在国会で、外来生物改正法案が審
議されており、アメリカザリガニについ
ての規制が行われるのではと言われ
ています。

アメリカザリガニが入った湿地や池は、
他の動植物が壊滅的な打撃をうけ、
「死の池」に変り果てます。

日本全国で、このザリガニ問題は深刻
で国もその規制に動き出した形です。

そんなザリガニへの餌付けは、明らか
な自然破壊的迷惑行為です。
池へのパン屑の投棄はやめてください。

発行：殿山いきものががり(町田市公益的市民団体 つくし野殿山市民の森管理委員会)

アズマヒキガエル

アズマヒキガエルの
オタマジャクシ

オタマジャクシの全滅について

今年も、アズマヒキガエル、ヤマアカガエルが産卵をしま
したが、残念ながらオタマジャクシはほぼ全滅しました。

原因としては、ザリガニや知識と心無い人によってまか
れたパン屑を目当てに来る鴨による捕食が主な原因と考
えられます。

この数年、毎年のように卵を産んでは全滅を繰り返して
います。ザリガニやパン屑を投げる人がやめない限り、
自然環境を維持するのは難しいかもしれません。

【オタマジャクシを採取された方へのお願い】

オタマジャクシを殿山の池から採取した人は、カエルに
なったらぜひ池に戻してあげてください。

カエルの飼育は、生餌が必要な事もあり、お金も設備も
かかり大変です。専門の知識がない場合、無駄に命を奪
う事になります。

池の生態系維持のためにご協力ください。

※殿山以外の生き物は、決して池に放さないでください。
殿山いきものがかりでは、捕食される前に卵を採取し、
カエルになったら戻す活動をしています。

キショウブ（黄菖蒲）

菖蒲

殿山の池はザリガニやキショウブ
など、人によって持ち込まれた
外来動植物問題を抱えています。
この池をきっかけに
皆さんも関心をもってみてください。


